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１．事業名 防犯啓発活動・夜回り活動 

２．実施時期 平成22年10月31日～平成23年3月31日 
３．実施場所 宇都宮市内 
４．事業の内容等  県内1団体に認められる「若い世代の参加促進を図る防犯ボランティア支

援事業実施団体」の防犯ボランティア団体として、若い世代の防犯活動への

参加促進、宇都宮市内中心および、夜間の学内の防犯を高めるために、月に

2回程度、毎回コースの違ったルートで防犯パトロールをした。また、栃木

県警と連携し広報啓発活動を宇都宮大学内等で行った。 

５．事業の成果と今

後の課題 
栃木県警と連携して行った宇都宮大学での自転車盗難防止啓発活動は、平

日の昼に行ったこともあり多くの学生の方に自転車盗難の実態と被害にあ

わない為の注意喚起ができ、報道機関にもとりあげてもらい更に活動の広報

ができた。今後、防犯ボランティア団体の活動がますます人の目に触れ、啓

発活動を引き続き行っていけば被害者の減少、犯罪意識の低下、抑制による

加害者の減少を見込める。単年度で終わらないように、後継者の育成と、人

員補充、新しい活動をどんどん行っていきたい。また、宇都宮大学、宇都宮

共和大学間の学生交流も盛んに行われ、宇都宮市内のパトロールだけでなく

、宇都宮大学内の夜間パトロールをする際にも、共和大学の学生が参加する

こともあった。今後、さらに多くの大学間での交流を促すためにも、会員の

募集形態をしっかりしたものにして、広報活動を盛んに行っていきたい。新

入会員も少しずつではあるが増加しているので、より多くの学生を獲得する

ために、今後、広報活動とともに、活動の充実、危機管理、安全配慮を心掛

けていきたい。 

（注）１．記述が枠内に収まらない場合は、枠を拡大してください。 
   ２．事業内容がわかるような資料や写真などがあれば添付してください。 

報告書（添付書類を含む）はＡ４判５枚以内にまとめてください。 
   ３．この報告書は、各関係機関等に公表するともに、大学コンソーシアムとちぎのホームペ

ージへの掲載を考えております。また、次年度以降の学生活動支援事業に役立てていきた

いと思います。 


